
一 般 質 問 通 告 書 

 次の件について、会議規則第 60 条の規定により、一般質問の通告をいたします。 

（全体所要時間  ６0 分） 

令和 ３ 年  ３月  １日 午前・午後      時      分 受付 

                            広陵町議会議員  山田美津代   印 

 広陵町議会議長   坂野 佳宏様 

 

質問の要旨（できるだけ具体的に） 答弁者 

質問事項１、 PCR 検査をいつでも何回でも安価で受けられるよう自治体として研究

するべきではないか？ 

＜内容＞ 

コロナの第 3 波で世界中が多大な混乱と苦しみを受けています。日本政府の無為無策又

強引に進められた Goto トラベルなどにより防げたはずのコロナ禍で多くの国民が不安と不便

な生活を強いられ又貧困も生まれています。 

町内でも少しでも身体に異常が起きた場合コロナでは？と不安になりかかりつけの医者に

言ってもそれなら大丈夫でしょう！と検査まで至らず不安な日々を過ごしたというお声を多数

お聞きしました。 

又高齢のご両親をご兄弟で交代で介護するため PCR 検査をして陰性とわかったら安心し

て介護できるのだが。と言われる方もおられます。 

様々な理由で気軽に無償で何度でも検査を受けられる体制を国に望んではいますがなか

なか国は検査体制を整えません。 

今 PCR検査を一回 3000円で東京や大阪で、医療機器会社が実施しているのです。予約

をして会場に行き、唾液を預ければその日のうちにスマホに結果が報告されるこのような検査

を町内に設ければ町民も安心して検査を受け日々安心して過ごすことができるのではないで

しょうか？ 

町が国からの補正金額を充てて実施いただければ介護をされる方も何度も検査を受けるこ

とができます。 

感染者が減少してきていますが、油断すれば又増えたりワクチン接種受けてもどのくらい

の期間有効かも不明な中、感染していても分からず出歩くことの無いように検査は必然です。

変異株も出てきてコロナとの戦いはまだまだ続くと予想されます。 

高齢者施設、障がい者施設等の職員、入所者への定期的な検査の実施も必要です。 

検査体制を整えることは自治体の責任と思います。 

ぜひこのような PCR検査を早急に実施してください。 

町長 

 



質問の要旨（できるだけ具体的に） 答弁者 

質問事項２、高齢者の難聴による聴力低下が多くなってきています。補聴器への支援

を 2019 年 12 月議会で質問しましたが、助成はしませんが、磁気ループは設置を検討

と答弁されましたが、その後検討はされましたか？ 

 

＜内容＞ 

東京足立区では昨年 7月からこの補聴器への助成を行っています。 

助成費上限は２万５千円、１６７件申請があり認定数は 103 件、認定不可は所得が多く認定さ

れなかったケースです。予算額は 1700 万円、680 件を見込んでいます。 

またこの区では「障害福祉センターあしすと自立生活支援室」が毎週 4 日国家の資格を持

つ言葉と聞こえの専門家言語聴覚士による聞こえの無料相談を実施、聞こえのセミナーも開

催されています。 

言語聴覚士さん福祉課にはおられますか？ 

又以前の一般質問の後福祉課に高齢者によく聞こえるようにループヒヤーという機械が設置

され難聴の高齢者に好評と聞きましたが各課にも必要ではないですか？ 

町長 

質問事項 3、ジェンダー平等社会への町としての取り組みは？ 

 

＜内容＞ 

森前会長による女性蔑視発言によりオリンピック組織委員会は新しく女性の橋本聖子さんを

新会長に選ばれました。 

この混乱のもとは女性が多く会議に出席すると会議が長くなる、などの蔑視発言で、この発

言はおかしいと感じた方がたくさんおられ以前なら問題にさえならなかった事が大きく取り上げ

られ、オリンピックの精神や SDGｓなどで掲げていることに反すると多く関心を集めました。 

昨年の「男女平等ランキング 2020」で世界 153か国中日本は121位と恥ずかしい限りです。世

界中の人々から日本はいまだにひどい女性蔑視の国かと思われてしまいました。庁舎内では

ジェンダー平等が進んでいると思いますが、男女参画審議会などは年にどのくらい開催されど

のような議論がされていますか？コロナでいろいろな催しが中止になり啓蒙の機会がないです

が、知恵を絞っていただき町内のジェンダー平等に意識を高めていく必要があると思います

が、どのようなことを検討されていますか？ 

町長 

質問の内容につきましては、詳細に記入してください。 


